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火
星
近
況

山晦

冝
V
山
丁
げ
n
非
常
に
シ
ー
イ
・
ン
グ
が
聾
心
い
。

月
来
に
ば
垂
直
穣
も
．
暦
大
し
て
ほ
“
最
遠
の
衝
ほ
こ

の
槻
直
樫
に
な
つ
六
の
で
空
氣
の
．
悪
い
も
の
に
か
・

わ
ら
ず
訂
な
い
・
見
え
六
。
極
冠
ば
非
常
に
鮮
明
で
あ

り
相
野
著
．
し
い
．
不
規
．
期
な
形
を
示
し
れ
ゆ
．
悪
天
候
の

爲
に
ソ
リ
ス
湖
中
心
の
親
測
い
潤
切
な
か
つ
れ
が
蛤

ん
ご
認
め
得
ざ
ろ
程
か
す
・
か
て
あ
っ
た
の
に
事
實
の

様
で
あ
る
〇
十
五
日
早
朝
継
母
小
林
常
人
君
も
槻
望

ぜ
ら
れ
六
が
よ
ほ
こ
且
が
悪
く
な
け
．
れ
ば
見
落
さ
沁
．

ミ
考
へ
ら
れ
る
ほ
．
こ
ケ
ル
ベ
ル
ス
蓮
河
が
太
履
不
規

則
な
鮮
明
な
も
．
の
に
見
え
穴
Q
、
二
十
．
入
口
．
に
に
自
分

の
豫
畑
田
な
か
つ
れ
北
極
近
い
ア
シ
ダ
リ
ウ
ム
海
た

解
明
に
認
め
る
事
が
出
射
歪
。

網
図
．
吋
小
†
反
射
鱗
硯
た
い
よ
い
よ
七
月
⊥
甲
羅
よ
り
僚
一
用
出

衆
る
に
す
Q
七
日
屈
折
ビ
の
比
較
に
三
昧
が
多
か
ろ

う
。　

木
　
　
　
星

南
天
低
い
爲
空
港
悪
く
疎
に
英
噸
に
於
て
陰
門
測
困

難
で
あ
る
様
で
あ
る
が
日
本
に
ば
可
な
り
見
え
る
q

小
遣
蓮
歩
乱
僧
て
昨
年
ミ
建
つ
六
事
に
可
な
り
認
め

熊
鎚
講
論
瞳
襲
撃
鱒
調
那

っ
て
居
，
る
。
大
赤
黙
の
所
ば
咋
年
よ
り
淡
く
な
っ
て

南
淵
箒
で
鷲
赤
道
白
幣
に
面
し
国
所
に
著
し
い
攣
化

が
起
り
つ
㌧
あ
る
又
南
．
南
渥
帯
が
少
し
太
く
な
っ
て

三
吋
で
よ
く
見
え
ろ
様
に
な
っ
て
來
六
。
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差
六
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一
、
天
丈
講
話
會
　
十
日
に
時
の
認
念
日
に
相
當
す

る
の
で
、
水
野
幹
事
．
に
岡
山
市
．
立
商
業
學
校
で
西
左

の
講
話
を
し
象
。

　
　
地
球
の
三
聖

二
．
、
天
界
碍
究
會
　
十
殴
日
宮
原
弊
寧
宅
で
開
催
、

麗
々
口
囲
校
同
窓
會
員
の
爲
め
に
、
三
吋
望
遠
鏡
で

邦
．
本
星
等
惣
観
望
し
☆
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會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
市
三
欝
血
三
校
で
、

＋
六
、
七
の
爾
日
午
後
一
時
か
ら
講
話
會
が
開
催
ぜ

ら
れ
、
水
野
幹
事
は
友
の
講
話
な
し
．
六
Q

　
　
伊
語
讃
本
に
あ
る
天
白
學
教
材
に
つ
い
て

○
松
本
支
部
遜
億

玉
転
二
十
五
H
よ
り
一
週
間
金
星
の
観
望
為
一
般
人

に
さ
ぜ
ま
し
お
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毎
夜
二
百
人
以
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來
會
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月
一
↓
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）
ぜ
涌
蝿
俗
黙
附
演
命
縞

な
催
す
豫
定
で
し
六
が
、
蓮
夜
曇
天
の
纏
め
延
期

毎
口
午
前
十
重
迄
一
般
人
に
太
陽
黒
垂
な
見
冠
て
る

ま
す
、
近
頃
黒
鮎
は
澤
山
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編
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▽
御
約
束
の
如
く
本
號
た
火
星
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爲
め
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献
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事
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得
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喜
ぶ
者
で
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然
し
ピ
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リ
ン
グ
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報
告
廿

七
號
為
照
溢
す
ろ
事
が
出
食
直
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し
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逡
憾
に
思
ふ

そ
れ
に
舳
の
號
に
譲
り
ま
ぜ
う
・

▽
一
般
鉱
山
貝
諸
氏
の
’
火
星
親
測
の
報
昏
な
募
る
O

▽
天
界
の
毎
月
號
が
＋
日
前
後
に
迄
渥
れ
て
申
課
け

が
あ
り
ま
ぜ
ん
、
印
刷
所
ざ
協
議
の
結
果
多
分
九
月

號
か
ら
正
規
に
出
し
得
ま
ぜ
う
。
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よ
り

▽
七
月
號
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用
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前
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．
切
を
も

書
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得
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ぜ
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で
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染
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下
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い
。
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今

後
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用
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憩
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定
思
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績
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縣
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岡
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（號十策天　三四界）
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